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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像形成装置のうちの少なくとも一つに対応するドライバプログラムがインスト
ールされたユーザ端末と接続され、前記複数の画像形成装置のそれぞれが実行する処理の
シミュレーションを実行する画像形成装置シミュレーション装置であって、
　前記複数の画像形成装置のそれぞれが使用する消耗品の消費量に関する消耗品基礎情報
を記憶する記憶手段と、
　前記ユーザ端末が前記ドライバプログラムを実行して生成する、当該ドライバプログラ
ムに対応する画像形成装置による形成対象となる対象画像の情報を含んだ画像形成命令を
、前記ユーザ端末から取得する画像形成命令取得手段と、
　前記画像形成命令に基づいて、前記ドライバプログラムに対応する画像形成装置が前記
対象画像を記録媒体に形成する画像形成処理のシミュレーションを実行して、記録媒体上
に形成される出力画像データを生成するシミュレーション手段と、
　前記出力画像データと、前記消耗品基礎情報と、に基づいて、前記ドライバプログラム
に対応する画像形成装置が前記画像形成処理により消費すると予測される消耗品の消費量
を算出し、前記ユーザ端末に対して出力する消費量算出手段と、
　を含み、
　前記シミュレーション手段は、前記複数の画像形成装置のうちの少なくとも一部で、か
つ複数の画像形成装置に共通するデータ形式の１つの画像形成命令を前記画像形成命令取
得手段が取得した場合、当該取得した１つの画像形成命令に基づいて、前記ドライバプロ
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グラムに対応する１つの画像形成装置に加えて、当該共通するデータ形式の画像形成命令
を処理する他の画像形成装置についても前記シミュレーションを実行する
　ことを特徴とする画像形成装置シミュレーション装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像形成装置シミュレーション装置において、
　前記消費量算出手段は、前記画像形成装置が画像形成に用いる成分色のそれぞれについ
て、前記出力画像データに含まれる当該成分色の画素数を計数し、当該計数した画素数に
基づいて前記消費量を算出する
　ことを特徴とする画像形成装置シミュレーション装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の画像形成装置シミュレーション装置において、
　前記算出した消費量に基づいて、前記画像形成装置を使用した場合の消耗品の寿命を算
出し、出力する寿命算出手段
　をさらに含むことを特徴とする画像形成装置シミュレーション装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の画像形成装置シミュレーション装置において、
　前記算出した消費量に基づいて、前記画像形成装置を使用した場合のランニングコスト
を算出し、出力するランニングコスト算出手段
　をさらに含むことを特徴とする画像形成装置シミュレーション装置。
【請求項５】
　複数の画像形成装置のうちの少なくとも一つに対応するドライバプログラムがインスト
ールされたユーザ端末と接続されたコンピュータを用いて、前記複数の画像形成装置のそ
れぞれが実行する処理のシミュレーションを実行する画像形成装置シミュレーション方法
であって、
　前記複数の画像形成装置のそれぞれが使用する消耗品の消費量に関する消耗品基礎情報
を記憶するステップと、
　前記ユーザ端末が前記ドライバプログラムを実行して生成する、当該ドライバプログラ
ムに対応する画像形成装置による形成対象となる対象画像の情報を含んだ画像形成命令を
、前記ユーザ端末から取得するステップと、
　前記画像形成命令に基づいて、前記ドライバプログラムに対応する画像形成装置が前記
対象画像を記録媒体に形成する画像形成処理のシミュレーションを実行して、記録媒体上
に形成される出力画像データを生成するステップと、
　前記出力画像データと、前記消耗品基礎情報と、に基づいて、前記画像形成装置が前記
画像形成処理により消費すると予測される消耗品の消費量を算出し、前記ユーザ端末に対
して出力するステップと、
　を含み、
　前記シミュレーションを実行するステップでは、前記複数の画像形成装置のうちの少な
くとも一部で、かつ複数の画像形成装置に共通するデータ形式の１つの画像形成命令が取
得された場合、当該取得した１つの画像形成命令に基づいて、前記ドライバプログラムに
対応する１つの画像形成装置に加えて、当該共通するデータ形式の画像形成命令を処理す
る他の画像形成装置についても前記シミュレーションを実行する
　ことを特徴とする画像形成装置シミュレーション方法。
【請求項６】
　複数の画像形成装置のうちの少なくとも一つに対応するドライバプログラムがインスト
ールされたユーザ端末と接続されたコンピュータに前記複数の画像形成装置のそれぞれが
実行する処理のシミュレーションを実行させるプログラムであって、
　前記複数の画像形成装置のそれぞれが使用する消耗品の消費量に関する消耗品基礎情報
を記憶手段に記憶させる手段、
　前記ユーザ端末が前記ドライバプログラムを実行して生成する、当該ドライバプログラ
ムに対応する画像形成装置による形成対象となる対象画像の情報を含んだ画像形成命令を
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、前記ユーザ端末から取得する画像形成命令取得手段、
　前記画像形成命令に基づいて、前記ドライバプログラムに対応する画像形成装置が前記
対象画像を記録媒体に形成する画像形成処理のシミュレーションを実行して、記録媒体上
に形成される出力画像データを生成するシミュレーション手段、及び
　前記出力画像データと、前記消耗品基礎情報と、に基づいて、前記画像形成装置が前記
画像形成処理により消費すると予測される消耗品の消費量を算出し、前記ユーザ端末に対
して出力する消費量算出手段、
　として前記コンピュータを機能させ、
　前記シミュレーション手段は、前記複数の画像形成装置のうちの少なくとも一部で、か
つ複数の画像形成装置に共通するデータ形式の１つの画像形成命令を前記画像形成命令取
得手段が取得した場合、当該取得した１つの画像形成命令に基づいて、前記ドライバプロ
グラムに対応する１つの画像形成装置に加えて、当該共通するデータ形式の画像形成命令
を処理する他の画像形成装置についても前記シミュレーションを実行する
　ことを特徴とするプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置が実行する処理のシミュレーションを実行する画像形成装置シ
ミュレーション装置、画像形成装置シミュレーション方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、プリンタ、複写機等の画像形成装置については、様々な機種のものが市販されて
おり、画像形成装置の種類によって異なる価格や種類の消耗品を使用している。また、同
じ画像を形成した場合であっても、画像形成装置の種類によって消耗品の消費量は異なる
場合がある。その結果、消耗品の寿命や使用時のランニングコストも、画像形成装置の種
類によって異なることになる。そこで、通常ユーザは、画像形成装置を購入する場合に、
事前にカタログ等により公開されている情報を調べることにより、消耗品の寿命やコスト
に関して複数の画像形成装置を比較するなどして選択している。
【０００３】
　なお、画像形成装置の使用時において、プロセスカートリッジのトナー容量の情報、画
素カウンタの情報、及びトナーエンドセンサの情報を用いて、トナー残量を通知する技術
がある（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－２８７５８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、カタログ等により公開された情報は、一般的にある限定された条件下で
使用された場合のコスト等を示すものである。また、上記従来例の技術においては、実際
に画像形成装置を使用して画像形成処理を継続しなければ、消耗品の消費量やランニング
コスト等を知ることができない。そのため、例えばユーザが特定の形式の画像データの出
力を頻繁に行う場合などにおいては、ユーザは、画像形成装置を購入して使用してみるま
で、実際のユーザの使用態様における当該画像形成装置の消耗品消費量を知ることができ
ない。
【０００５】
　本発明は上記実情に鑑みてなされたものであって、その目的の一つは、ユーザの実際の
使用時における画像形成装置の消耗品消費量をシミュレーションできる画像形成装置シミ
ュレーション装置、画像形成装置シミュレーション方法及びプログラムを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上記課題を解決するための本発明に係る画像形成装置シミュレーション装置は、画像形
成装置が実行する処理のシミュレーションを実行する画像形成装置シミュレーション装置
であって、前記画像形成装置による形成対象となる対象画像の情報を含んだ画像形成命令
を取得する画像形成命令取得手段と、前記画像形成命令に基づいて、前記画像形成装置が
前記対象画像を記録媒体に形成する画像形成処理のシミュレーションを実行して、記録媒
体上に形成される出力画像データを生成するシミュレーション手段と、前記出力画像デー
タに基づいて、前記画像形成装置が前記画像形成処理により消費すると予測される消耗品
の消費量を算出し、出力する消費量算出手段と、を含むことを特徴とする。
【０００７】
　これにより、対象画像の情報を含んだ画像形成命令に基づいて画像形成処理のシミュレ
ーションを実行することで、対象画像の画像形成処理により消費すると予測される消耗品
の消費量を画像形成装置が存在しない状態で算出でき、ユーザの実際の使用時における画
像形成装置の消耗品消費量をシミュレーションできる。
【０００８】
　また、上記画像形成装置シミュレーション装置において、前記消費量算出手段は、前記
画像形成装置が画像形成に用いる成分色のそれぞれについて、前記出力画像データに含ま
れる当該成分色の画素数を計数し、当該計数した画素数に基づいて前記消費量を算出する
こととしてもよい。
【０００９】
　また、上記画像形成装置シミュレーション装置は、前記算出した消費量に基づいて、前
記画像形成装置を使用した場合の消耗品の寿命を算出し、出力する寿命算出手段をさらに
含むこととしてもよい。
【００１０】
　また、上記画像形成装置シミュレーション装置は、前記算出した消費量に基づいて、前
記画像形成装置を使用した場合のランニングコストを算出し、出力するランニングコスト
算出手段をさらに含むこととしてもよい。
【００１１】
　また、本発明に係る画像形成装置シミュレーション方法は、コンピュータを用いて、画
像形成装置が実行する処理のシミュレーションを実行する画像形成装置シミュレーション
方法であって、前記画像形成装置による形成対象となる対象画像の情報を含んだ画像形成
命令を取得するステップと、前記画像形成命令に基づいて、前記画像形成装置が前記対象
画像を記録媒体に形成する画像形成処理のシミュレーションを実行して、記録媒体上に形
成される出力画像データを生成するステップと、前記出力画像データに基づいて、前記画
像形成装置が前記画像形成処理により消費すると予測される消耗品の消費量を算出し、出
力するステップと、を含むことを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明に係るプログラムは、コンピュータに画像形成装置が実行する処理のシミ
ュレーションを実行させるプログラムであって、前記画像形成装置による形成対象となる
対象画像の情報を含んだ画像形成命令を取得する画像形成命令取得手段、前記画像形成命
令に基づいて、前記画像形成装置が前記対象画像を記録媒体に形成する画像形成処理のシ
ミュレーションを実行して、記録媒体上に形成される出力画像データを生成するシミュレ
ーション手段、及び前記出力画像データに基づいて、前記画像形成装置が前記画像形成処
理により消費すると予測される消耗品の消費量を算出し、出力する消費量算出手段、とし
て前記コンピュータを機能させることを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。図１は、本発明の
一実施形態に係る画像形成装置シミュレーション装置を含んだコンピュータシステムの概
略の構成を表す全体図である。
【００１４】
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　図１に示すように、本実施形態においては、シミュレーション装置１０とユーザ端末２
０とが通信ネットワーク３０を介して相互にデータ通信可能に接続されている。通信ネッ
トワーク３０は、例えばインターネット等の広域ネットワークであってもよいし、社内イ
ントラネット等のＬＡＮ（Local Area Network）であってもよい。
【００１５】
　ここで、シミュレーション装置１０は、例えば一般的なサーバコンピュータ等であって
、制御部１１、記憶部１２及び通信部１３を含んで構成されている。このシミュレーショ
ン装置１０が、本発明における画像形成装置シミュレーション装置に相当する。シミュレ
ーション装置１０は、ユーザ端末２０より送信される処理要求に応じて画像形成装置が実
行する処理のシミュレーションを実行し、結果をユーザ端末２０に対して出力する。
【００１６】
　一例として、シミュレーション装置１０は、ユーザ端末２０からの要求に対して、ウェ
ブページのデータを生成して送信するウェブアプリケーションサーバとして機能する。す
なわち、シミュレーション装置１０は、ユーザに対して各種情報の入力を促すユーザイン
タフェースや、シミュレーションの結果としてユーザに提示したい情報などを配置して生
成したウェブページのデータをユーザ端末２０に対して送信することにより、シミュレー
ションを実行してその結果を出力する。
【００１７】
　シミュレーション装置１０の制御部１１は、ＣＰＵ等であって、記憶部１２に記憶され
ているプログラムに従って動作する。本実施形態においては、ユーザ端末２０からの要求
に基づいて、画像形成装置が実行する処理のシミュレーションを実行する。本実施形態に
おいて制御部１１が実行する処理の例については、後に詳しく述べる。
【００１８】
　記憶部１２は、制御部１１によって実行されるプログラムを保持するコンピュータで読
み取り可能な記憶媒体であって、ＲＡＭやＲＯＭ等のメモリ素子とディスクデバイス等と
の少なくとも一方を含んで構成されている。また、記憶部１２は、制御部１１のワークメ
モリとしても動作する。
【００１９】
　さらに、本実施形態においては、記憶部１２はシミュレーション対象となる画像形成装
置が使用する消耗品に関する消耗品基礎情報を保持している。消耗品基礎情報は、例えば
画像形成装置が使用する消耗品のそれぞれについての、画像形成装置に収容される総量や
、コスト、単位画素又は単位記録媒体あたりの消費量などに関する情報である。また、記
憶部１２は、画像形成装置の消費電力に関する情報などの、ランニングコストに関するコ
スト関連情報を保持してもよい。さらに、記憶部１２は、ユーザからの画像形成要求に応
じた画像形成処理以外で消費される消耗品の消費量に関する情報を保持してもよい。
【００２０】
　具体例として、シミュレーション対象となる画像形成装置が、シアン（Ｃ）、マゼンタ
（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の４色のトナーを用いて像担持体（感光ドラム
）上に担持された静電潜像を現像し、現像された画像を紙などの記録媒体上に転写して画
像の形成を行う画像形成手段を備えるものとする。この場合、画像形成装置は、消耗品と
して各成分色に応じた４つのトナーカートリッジと、感光ドラムを使用する。この例にお
いて、記憶部１２は、例えば以下の示すような消耗品基礎情報やコスト関連情報を保持し
ている。
・各成分色のトナーカートリッジにより形成可能な総画素数
・各成分色のトナーカートリッジ１本あたりのコスト
・１個の感光ドラムにより形成可能な総記録媒体数
・感光ドラム交換に要するコスト
・記録媒体１枚あたりの、画像形成装置の電力消費に応じて必要となるコスト
・記録媒体１枚あたりの、レジ調整などの画像形成処理以外の処理により消費される各成
分色のトナー消費量
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【００２１】
　通信部１３は、例えばネットワークカード等であり、制御部１１からの指示に従って、
通信ネットワーク３０を介して情報を送信する。また、通信部１３は、通信ネットワーク
３０を介して到来する情報を受信して制御部１１に出力する。
【００２２】
　また、ユーザ端末２０は、例えばパーソナルコンピュータ等であって、制御部２１、記
憶部２２、通信部２３、操作部２４及び表示部２５を含んで構成されている。ユーザは、
ユーザ端末２０に対する指示操作によってシミュレーション装置１０に画像形成装置のシ
ミュレーションを実行させることができ、ユーザ端末２０の表示部２５に表示される情報
を閲覧することで、シミュレーション装置１０によるシミュレーションの結果を確認でき
る。
【００２３】
　一例として、シミュレーション装置１０がウェブアプリケーションサーバとして機能す
る場合、ユーザ端末２０はウェブブラウザプログラムを実行し、シミュレーション装置１
０の出力するウェブページのデータを表示部２５に表示させる。これにより、ユーザはウ
ェブページ上でシミュレーションの実行に必要な各種情報を入力したり、ウェブページ上
に表示されたシミュレーションの結果を確認したりすることができる。
【００２４】
　ユーザ端末２０の制御部２１は、ＣＰＵ等であって、記憶部２２に記憶されているプロ
グラムに従って動作する。本実施形態においては、ユーザの操作部２４に対する指示操作
に従って、シミュレーション装置１０に対するシミュレーションの実行要求を出力する。
また、シミュレーション装置１０から送信されるシミュレーションの実行結果を受け入れ
て、表示部２５に表示させる。
【００２５】
　記憶部２２は、制御部２１によって実行されるプログラムを保持するコンピュータで読
み取り可能な記憶媒体であって、ＲＡＭやＲＯＭ等のメモリ素子とディスクデバイス等と
の少なくとも一方を含んで構成されている。また、記憶部２２は、制御部２１のワークメ
モリとしても動作する。
【００２６】
　通信部２３は、例えばネットワークカード等であり、制御部２１からの指示に従って、
通信ネットワーク３０を介して情報を送信する。また、通信部２３は、通信ネットワーク
３０を介して到来する情報を受信して制御部２１に出力する。
【００２７】
　操作部２４は、例えばキーボードやマウス等であり、ユーザの指示操作を受け付けて、
当該指示操作の内容を制御部２１に出力する。表示部２５は、例えばディスプレイ等であ
り、制御部２１からの指示に従って、情報の表示を行う。
【００２８】
　次に、本実施形態においてシミュレーション装置１０が実現する機能について説明する
。シミュレーション装置１０は、機能的には、図２に示すように、画像形成装置選択部４
１、画像形成装置シミュレーション部４２、及びシミュレーション結果表示制御部４３を
含んで構成されている。これらの機能は、例えば制御部１１が記憶部１２に格納されてい
るプログラムを実行することによって実現できる。なお、画像形成装置シミュレーション
部４２は、シミュレーション装置１０によるシミュレーションの実行が可能な画像形成装
置が複数種類ある場合には、当該複数種類の画像形成装置のそれぞれに対応づけられて、
複数あってもよい。
【００２９】
　画像形成装置選択部４１は、ユーザによるユーザ端末２０の操作部２４に対する指示操
作に基づいて、シミュレーション装置１０によりシミュレーションの実行が可能な複数種
類の画像形成装置の中から、シミュレーションの対象となる画像形成装置を選択する。な
お、シミュレーション装置１０が１種類の画像形成装置にのみ対応している場合、画像形
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成装置選択部４１はなくともよい。
【００３０】
　一例として、画像形成装置選択部４１は、図３に例示するようなプリンタ選択画面を表
すウェブページデータを出力し、ユーザ端末２０の表示部２５に当該画面を表示させる。
ユーザが操作部２４に対する指示操作により、シミュレーションを実行させたい画像形成
装置を当該画面上で選択して決定ボタンを押下すると、ユーザ端末２０は通信ネットワー
ク３０を介して当該選択された画像形成装置の情報をシミュレーション装置１０に送信す
る。画像形成装置選択部４１は、当該選択された画像形成装置の情報を受け入れて、シミ
ュレーション対象となる画像形成装置を決定する。
【００３１】
　また、画像形成装置選択部４１は、ユーザの指示操作に応じて、選択可能な複数種類の
画像形成装置の中から、複数の画像形成装置をシミュレーションの対象として選択しても
よい。この場合、シミュレーション装置１０は当該選択された複数の画像形成装置のそれ
ぞれについてシミュレーションを実行し、例えばそれぞれのシミュレーションの結果をユ
ーザが比較できるような態様で出力することとしてもよい。
【００３２】
　画像形成装置シミュレーション部４２は、シミュレーションの対象となる画像形成装置
が実行する処理のシミュレーションを実行する。なお、画像形成装置シミュレーション部
４２が複数ある場合、前述したようにそれぞれの画像形成装置シミュレーション部４２は
特定種類の画像形成装置に対応づけられており、対応づけられた画像形成装置が実行する
処理のシミュレーションを行う。
【００３３】
　ここで、画像形成装置シミュレーション部４２が実現する機能の詳細について説明する
。以降の説明においては、画像形成装置シミュレーション部４２によるシミュレーション
の対象となる画像形成装置を、画像形成装置Ｐとする。画像形成装置シミュレーション部
４２は、画像形成命令取得部４４、出力対象情報取得部４５、シミュレーション実行部４
６、消耗品消費量算出部４７及び形成画像変換部４８を含んで構成されている。
【００３４】
　画像形成命令取得部４４は、画像形成装置Ｐによる画像形成の対象となる対象画像の情
報を含んだ画像形成命令Ｒを取得する。画像形成命令Ｒは、例えばＰＤＬ（Page Descrip
tion Language）などによって記述された、画像形成装置Ｐに対して画像形成を実行させ
るための制御命令である。なお、画像形成命令取得部４４は、画像形成命令Ｒを複数取得
することとしてもよい。
【００３５】
　具体例として、画像形成命令取得部４４は例えば以下に例示するような方法により、画
像形成命令Ｒを取得する。
【００３６】
　まず第１の例として、ユーザ端末２０上で生成された画像形成命令Ｒを、ユーザの操作
部２４に対する指示操作によりユーザ端末２０がシミュレーション装置１０に送信するこ
とで、画像形成命令取得部４４が画像形成命令Ｒを取得する例について説明する。この場
合、例えばユーザは、画像形成命令Ｒを生成するためのプリンタドライバプログラムを、
ウェブサーバなど（シミュレーション装置１０であってもよい）からダウンロードするな
どして入手し、ユーザ端末２０にインストールする。次にユーザは、ユーザ端末２０にア
プリケーションプログラムを実行させて、上記プリンタドライバプログラムを使用する指
定とともに印刷を実行する指示操作を行う。これにより、ユーザ端末２０の制御部２１は
プリンタドライバプログラムを実行して画像形成命令Ｒを生成する。さらにユーザは、生
成された画像形成命令Ｒを指定して、表示部２５に表示されたウェブページ上で画像形成
命令Ｒをアップロードする指示操作を行う。これにより、ユーザ端末２０はシミュレーシ
ョン装置１０に対して画像形成命令Ｒを送信し、画像形成命令取得部４４は送信された画
像形成命令Ｒを受け入れることで、取得する。



(8) JP 4844152 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

【００３７】
　この第１の例によれば、ユーザはシミュレーションに必要な画像形成命令Ｒを生成した
後、さらにアップロードする指示操作をする必要があり、手間がかかる。そこで、ユーザ
端末２０上で生成された画像形成命令Ｒを、ユーザ端末２０がそのままシミュレーション
装置１０に送信することとしてもよい。この場合について、第２の例として以下に説明す
る。
【００３８】
　第２の例においては、ユーザは第１の例と同様にプリンタドライバプログラムをユーザ
端末２０にインストールし、アプリケーションプログラムから印刷の指示を行う。ユーザ
端末２０の制御部２１は、プリンタドライバプログラムを実行することにより、画像形成
命令Ｒを生成し、仮想プリンタポートに対して出力する。仮想プリンタポートに出力され
た画像形成命令Ｒは、通信ネットワーク３０を介してシミュレーション装置１０に対して
送信される。これにより、画像形成命令取得部４４は送信された画像形成命令Ｒを取得す
る。
【００３９】
　上記第１及び第２の例においては、いずれもユーザはプリンタドライバプログラムを入
手し、ユーザ端末２０にインストールしている。これにより、ユーザは実際に画像形成装
置Ｐに対して画像を形成させる場合と同様の指示操作をユーザ端末２０に対して行うこと
で、シミュレーション装置１０にシミュレーションを実行させることができる。しかし、
これらの例においてはシミュレーションのためにユーザ端末２０に新たにプリンタドライ
バプログラムをインストールする必要があり、手間がかかる。そこで、例えばユーザ端末
２０は、ユーザの指示操作に基づいてアプリケーションプログラムを実行して生成したア
プリケーションデータをそのままシミュレーション装置１０に対して送信することとし、
シミュレーション装置１０が画像形成命令Ｒを生成することとしてもよい。この場合につ
いて、第３の例として以下に説明する。
【００４０】
　第３の例においては、ユーザは画像形成装置Ｐによる画像形成の対象としたい画像を表
すアプリケーションデータを、例えば表示部２５に表示されたウェブページ上でアップロ
ードする指示操作を行う。これにより、ユーザ端末２０はシミュレーション装置１０に対
してアプリケーションデータを送信する。アプリケーションデータを受け入れたシミュレ
ーション装置１０の制御部１１は、当該アプリケーションデータの種別に応じた所定の処
理を実行して、画像形成装置Ｐに対応した画像形成命令Ｒを生成する。ここで、制御部１
１は、ユーザの指定や、送信されたアプリケーションデータの拡張子などに基づいて、当
該アプリケーションデータの種別を判定する。これにより、画像形成命令取得部４４は、
ユーザの手間をかけずに画像形成命令Ｒを取得できる。ただし、この第３の例においては
、シミュレーション装置１０は、ユーザがシミュレーションを行いたいと考えるアプリケ
ーションデータの種別に応じた所定の処理を行って、アプリケーションデータに基づく画
像形成命令Ｒを生成する画像形成命令生成手段を備えている必要がある。
【００４１】
　以上説明した例のような方法により、画像形成命令取得部４４はユーザ端末２０に保持
されるアプリケーションデータに基づいて生成された画像形成命令Ｒを取得する。この画
像形成命令Ｒに基づいてシミュレーション実行部４６がシミュレーションを実行すること
により、ユーザは自分が実際に画像形成装置Ｐに画像形成をさせたいアプリケーションデ
ータを用いて、シミュレーション装置１０にシミュレーションを実行させることができる
。
【００４２】
　また、画像形成命令取得部４４は、取得した画像形成命令Ｒを記憶部１２に保持させる
こととしてもよい。この場合、次回以降にシミュレーションを実行する場合に、画像形成
命令取得部４４は、ユーザの指示に応じて、前回のシミュレーション実行時に処理対象と
して使用され記憶部１２に保持されている画像形成命令Ｒを取得することができる。これ
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により、動作環境等の条件を変化させて何度かシミュレーションを行う場合に、ユーザの
手間を省くことができる。あるいは、画像形成命令取得部４４は、ユーザの指示に応じて
、予め記憶部１２に保持されている所定のサンプルデータを画像形成命令Ｒとして取得し
てもよい。
【００４３】
　また、複数の画像形成装置についてのシミュレーションを実行する場合、当該複数の画
像形成装置において画像形成命令Ｒのデータ形式が同一であれば、特定の画像形成装置に
対応づけられた画像形成装置シミュレーション部４２に含まれる画像形成命令取得部４４
が取得した画像形成命令Ｒを、他の画像形成装置シミュレーション部４２に含まれる画像
形成命令取得部４４が取得し、シミュレーションに用いることとしてもよい。これにより
、ユーザは一つの画像形成命令Ｒをシミュレーション装置１０に対して送信する指示操作
を行うことで、複数の画像形成装置に共通の画像形成命令Ｒが送信された場合のシミュレ
ーションをそれぞれ実行させることができる。
【００４４】
　出力対象情報取得部４５は、ユーザの指定に基づいて、シミュレーションの実行結果と
して出力する対象となる情報を取得する。具体的に、出力対象情報取得部４５は、例えば
出力対象情報として、画像形成装置Ｐが使用する各消耗品の寿命や、画像形成装置Ｐのラ
ンニングコスト、形成画像データなどを指定する情報を取得する。
【００４５】
　一例として、出力対象情報取得部４５は、図４に例示するような出力対象情報入力画面
を表すウェブページデータを生成し、出力することにより、ユーザ端末２０の表示部２５
に表示させる。図４の例においては、シミュレーション対象として画像形成命令取得部４
４が取得した画像形成命令Ｒに関する情報（ドキュメント名及びページ数）についても表
示されている。ここで、ユーザは、操作部２４に対する指示操作により、シミュレーショ
ンの対象とする画像形成命令Ｒ、及びシミュレーション結果として出力させたいシミュレ
ーション対象項目を選択する。ユーザ端末２０は、選択された画像形成命令Ｒ及びシミュ
レーション対象項目を表す情報を、シミュレーション装置１０に対して送信する。出力対
象情報取得部４５は、ユーザ端末２０が送信した情報を受け入れることにより、出力対象
情報を取得する。
【００４６】
　シミュレーション実行部４６は、画像形成命令取得部４４が取得した画像形成命令Ｒに
基づいて、画像形成装置Ｐが画像形成命令Ｒに含まれる対象画像を記録媒体に形成する画
像形成処理のシミュレーション（画像形成シミュレーション処理）を実行する。そして、
当該画像形成シミュレーション処理を実行することで、画像形成命令Ｒに応じて画像形成
装置Ｐが記録媒体上に形成する出力画像データを生成する。
【００４７】
　ここで、シミュレーション実行部４６によるシミュレーションの対象となる、画像形成
装置Ｐが実行する画像形成処理について説明する。画像形成処理は、画像形成装置Ｐが画
像形成命令Ｒに含まれる対象画像を記録媒体に形成する処理である。具体例として、画像
形成装置Ｐは、画像形成命令Ｒに基づいて、当該画像形成命令Ｒに含まれる１又は複数の
対象画像のそれぞれに対してデータ解析を行い、各対象画像に応じた出力画像データを生
成する。例えば画像形成装置ＰがＣＭＹＫの４色のトナーを用いて記録媒体上に画像の形
成を行う画像形成手段を備える場合、出力画像データは、ＣＭＹＫの４成分色で表される
画像データである。画像形成装置Ｐは、対象画像の画像データに対して画像形成手段の階
調特性を考慮した色変換処理などを実行することにより、出力画像データを生成する。そ
して、当該出力画像データを順次画像形成手段に対して出力することにより、画像形成手
段に当該出力画像データにより表される画像の形成を実行させる。これにより、画像形成
装置Ｐは記録媒体上に対象画像に応じた画像を形成できる。
【００４８】
　シミュレーション実行部４６は、この画像形成処理のシミュレーションを実行すること
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で、画像形成命令Ｒに基づいて画像形成装置Ｐが出力する出力画像データを生成する。
【００４９】
　また、出力対象情報取得部４５が取得した出力対象情報の中に形成画像データを指定す
る情報が含まれている場合、シミュレーション実行部４６は、生成された出力画像データ
に基づいて記録媒体に形成される形成画像を表す形成画像データを生成することとしても
よい。例えば画像形成命令Ｒに含まれる余白設定や使用する記録媒体のサイズに関する情
報に基づいて、出力画像データにより表される画像が記録媒体上に形成された形成画像を
表す形成画像データを生成する。
【００５０】
　消耗品消費量算出部４７は、シミュレーション実行部４６が生成した出力画像データに
基づいて、画像形成装置Ｐが前述した画像形成処理により消費すると予測される消耗品の
消費量を算出し、シミュレーション結果表示制御部４３に対して出力する。なお、以降の
説明においては、シミュレーション実行部４６が生成した出力画像データを、出力画像デ
ータＤとする。
【００５１】
　具体例として、消耗品消費量算出部４７は、画像形成装置Ｐが画像形成に用いる成分色
のそれぞれについて、出力画像データＤに含まれる当該成分色の画素数（ピクセル数）を
計数し、計数した画素数に基づいて消耗品の消費量を算出する。例えば画像形成装置Ｐが
ＣＭＹＫ４色のトナーを用いて画像形成を行う場合、出力画像データＤは、一般的にＣＭ
ＹＫそれぞれについての２値画像からなる。そこで消耗品消費量算出部４７は、各２値画
像について有効画素の数を計数することにより、ＣＭＹＫそれぞれの画素数PixC、PixM、
PixY、及びPixKを得る。そして、この画素数に基づいて、消耗品の消費量を算出する。
【００５２】
　例えば消耗品としてシアンのトナーカートリッジの消費量を算出する場合、消耗品消費
量算出部４７は、以下の計算式により、トナーカートリッジ総量に対するトナー消費量の
割合（トナー消費量率）ConsCを、消耗品の消費量として算出する。
ConsC＝PixC÷TotalPixC
ここで、TotalPixCはシアンのトナーカートリッジにより形成可能な総画素数を表す値で
あって、画像形成装置Ｐの消耗品基礎情報として予め記憶部１２に保持されているものと
する。また、マゼンタ、イエロー、ブラックの各成分色のトナー消費量率ConsM、ConsY及
びConsKについても、同様に算出できる。
【００５３】
　ここで、消耗品消費量算出部４７は、画像形成処理以外の処理により消費される消耗品
の消費量を、算出された消費量に加算することとしてもよい。例えば、一般に画像形成装
置は感光ドラム上にレジ調整用画像を形成し、その位置をセンサ等で検知することにより
、レジ調整（画像形成位置の調整）を行う。このレジ調整により、記録媒体上への画像形
成を行わないにも関わらず、トナー等の消耗品を消費することとなる。そこで、シミュレ
ーション装置１０は、平均的なレジ調整の実施頻度と、レジ調整１回あたりのトナー消費
量とに基づいて予め算出された、記録媒体１枚あたりのレジ調整により使用される各成分
色のトナー消費量を、記憶部１２に保持しておく。そして、消耗品消費量算出部４７は、
画素数等に基づいて算出した画像形成処理により消費されるトナー消費量に、レジ調整に
より消費されるトナー消費量の値を加算する。これにより、消耗品消費量算出部４７は、
画像形成処理以外の処理により消費される消耗品の消費量を考慮した消費量を算出できる
。
【００５４】
　また、出力対象情報取得部４５が取得した出力対象情報の中に消耗品の寿命やランニン
グコストを指定する情報が含まれている場合、消耗品消費量算出部４７は、算出した消耗
品の消費量に基づいて、さらに画像形成装置Ｐを使用した場合の消耗品の寿命や、ランニ
ングコストを算出し、シミュレーション結果表示制御部４３に対して出力することとして
もよい。
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【００５５】
　具体例として、消耗品消費量算出部４７は、前述したトナー消費量率の逆数を算出する
ことにより、各成分色のトナーカートリッジ１本により形成可能な記録媒体の数（形成可
能枚数）を、当該トナーカートリッジの寿命として算出できる。例えばシアンのトナーカ
ートリッジの形成可能枚数VolCは、以下の計算式により算出できる。
VolC＝TotalPixC÷PixC
【００５６】
　また、消耗品消費量算出部４７は、前述したトナー消費量率にトナーカートリッジ１本
あたりのコスト（価格）を乗算することにより、各成分色のトナーカートリッジについて
、記録媒体１枚あたりのランニングコストを算出できる。例えばシアンのトナーカートリ
ッジのランニングコストCostCは、以下の計算式により算出できる。
CostC＝ConsC×PriceC
ここでPriceCは、シアンのトナーカートリッジ１本あたりの価格であり、画像形成装置Ｐ
の消耗品基礎情報として予め記憶部１２に保持されているものとする。また、消耗品消費
量算出部４７は、記憶部１２から読み出した感光ドラム交換に要するコストの情報と、１
個の感光ドラムにより形成可能な総記録媒体数とに基づいて、感光ドラムについての記録
媒体１枚あたりのランニングコストも算出できる。
【００５７】
　さらに消耗品消費量算出部４７は、算出した各消耗品の記録媒体１枚あたりのランニン
グコストを加算することにより、画像形成装置Ｐ全体の記録媒体１枚あたりのランニング
コストを算出できる。ここで、消耗品消費量算出部４７は、記憶部１２に保持されたコス
ト関連情報に基づいて、消耗品以外のランニングコストを取得し、算出したランニングコ
ストに加算することとしてもよい。例えば消耗品消費量算出部４７は、記録媒体１枚あた
りの、画像形成装置Ｐの電力消費に応じて必要となるコストを取得し、算出した消耗品の
ランニングコストに加算する。これにより、電力消費まで考慮した画像形成装置Ｐのラン
ニングコストを算出できる。
【００５８】
　以上の説明においては、１つの対象画像を１枚の記録媒体に形成する画像形成処理を単
位として、消耗品の消費量、寿命又はランニングコストを算出することとしたが、消耗品
消費量算出部４７は、ドキュメントごとに消耗品の消費量等を算出してもよい。例えば画
像形成命令取得部４４が取得した１つの画像形成命令Ｒに複数の対象画像の情報が含まれ
ている場合、この１つの画像形成命令に含まれる複数の対象画像により１つのドキュメン
トが構成されているものとみなす。消耗品消費量算出部４７は、この１つのドキュメント
を形成する場合に消費する消耗品の消費量等を算出する。具体的に、消耗品消費量算出部
４７は、複数の対象画像から生成された複数の出力画像データの全てについて、各成分色
の画素数を計数することで、ＣＭＹＫそれぞれの合計画素数SumPixC、SumPixM、SumPixY
及びSumPixKを得る。この合計画素数を用いて、上述したPixC、PixM、PixY、及びPixKの
場合と同様の計算を行うことにより、消耗品消費量算出部４７は、ドキュメントを単位と
した消耗品の消費量、寿命又はランニングコストを算出できる。また、ドキュメントを単
位として算出したランニングコストを当該ドキュメントに含まれる対象画像の数で除する
ことにより、ドキュメント全体で平均化された記憶媒体単位のランニングコストを算出す
ることとしてもよい。
【００５９】
　さらに、消耗品消費量算出部４７は、複数種類のドキュメントについて画像形成処理を
行う場合の消耗品の消費量等を算出することとしてもよい。通常、ユーザは画像形成装置
Ｐに対して、様々な種類のドキュメントの画像形成を実行させる。そのため、１種類のド
キュメントのみを用いてシミュレーションを行ったとしても、実際に画像形成装置Ｐを使
用した場合のランニングコスト等を正しく見積もることができない場合が考えられる。そ
こで、例えば消耗品消費量算出部４７は、複数種類のドキュメントのそれぞれについて消
耗品の消費量や寿命、ランニングコストを算出し、その重み付け平均を算出する。これに
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より、ユーザは複数種類のドキュメントを所定の比率で画像形成させた場合のランニング
コスト等を知ることができる。
【００６０】
　具体的に、例えば画像形成命令取得部４４が２つの画像形成命令Ｒを取得した場合、消
耗品消費量算出部４７は、２つの画像形成命令Ｒに含まれるドキュメントＤ１及びＤ２の
出力画像データに基づいて、それぞれのドキュメントに対する消耗品の消費量を算出する
。一方で、消耗品消費量算出部４７は、ユーザの指定に基づいて、ドキュメントＤ１及び
Ｄ２のそれぞれを画像形成装置Ｐに出力させる比率を取得する。例えばユーザがドキュメ
ントＤ１を６０％、ドキュメントＤ２を４０％の割合で出力すると指定した場合、この取
得した割合に基づいて、消耗品消費量算出部４７はそれぞれのドキュメントについて算出
した消費量の重み付け平均を算出する。これにより、例えばユーザが、ドキュメントＤ１
を６０％、ドキュメントＤ２を４０％の比率で出力した場合の、平均の消耗品消費量を算
出できる。
【００６１】
　なお、画像形成装置Ｐが以上説明した消耗品以外の消耗品を用いる場合であっても、消
耗品消費量算出部４７は同様にして消耗品の消費量、寿命又はランニングコストを算出で
きる。すなわち、画像形成命令Ｒに含まれる対象画像の数や、各対象画像に基づいて生成
された出力画像データに含まれる各成分色の画素数と、シミュレーション装置１０が予め
保持している各消耗品の単位画素あたりの消費量やコスト、あるいは単位記録媒体あたり
の消費量やコストに関する情報とに基づいて、消耗品の消費量、寿命又はランニングコス
トを算出できる。
【００６２】
　形成画像変換部４８は、シミュレーション実行部４６が生成した形成画像データを、ユ
ーザ端末２０の表示部２５に表示させることが可能な例えばビットマップ形式など所定の
データ形式の画像データに変換し、シミュレーション結果表示制御部４３に対して出力す
る。なお、画像形成装置Ｐが形成する形成画像を表すシミュレーション結果の表示が要求
されない場合には、形成画像変換部４８はなくともよい。
【００６３】
　シミュレーション結果表示制御部４３は、画像形成装置選択部４１が選択した画像形成
装置について、画像形成装置シミュレーション部４２がシミュレーションを実行した結果
出力するデータを、例えばウェブページデータとして出力することにより、ユーザ端末２
０の表示部２５に表示させる表示制御処理を行う。当該表示制御処理の対象となるデータ
としては、消耗品消費量算出部４７が算出した消耗品の消費量や寿命、また画像形成装置
Ｐのランニングコストなどがある。また、シミュレーション結果表示制御部４３による表
示制御処理の対象となるデータには、形成画像変換部４８により変換された形成画像デー
タなどが含まれてもよい。
【００６４】
　これにより、ユーザはユーザ端末２０の表示部２５に表示される内容を閲覧することで
シミュレーションの実行結果を確認できる。一例として、シミュレーション結果表示制御
部４３は、図５に例示するようなシミュレーション結果表示画面を表すウェブページデー
タを出力することで、ユーザ端末２０の表示部２５に当該画面を表示させる。図５の例に
おいては、シミュレーション結果表示画面の上段に、画像形成命令Ｒに含まれるドキュメ
ント全体を画像形成装置Ｐが形成する場合の、消耗品の消費量及び寿命並びに画像形成装
置Ｐのランニングコストに関する情報が表示されている。また、シミュレーション結果表
示画面の下段に、画像形成命令Ｒに含まれる１つの対象画像を形成する場合についての、
消耗品に関する同様の情報が表示されている。シミュレーション結果表示制御部４３は、
ユーザの指示操作に応じて、シミュレーション結果表示画面の下段の内容を、複数の対象
画像のそれぞれについて算出された情報を表示するように切り替える。
【００６５】
　また、シミュレーション結果表示制御部４３は、画像形成装置選択部４１が複数の画像
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形成装置を選択し、画像形成装置シミュレーション部４２が当該複数の画像形成装置のそ
れぞれについてシミュレーションを実行した場合、それぞれのシミュレーション結果を比
較できるようにユーザ端末２０の表示部２５に表示させることとしてもよい。
【００６６】
　次に、本実施形態においてシミュレーション装置１０がシミュレーションを実行する処
理の全体の流れの例について、図６のフロー図に基づいて説明する。
【００６７】
　まず、画像形成装置選択部４１が、ユーザの指定に基づいて、シミュレーション対象と
なる画像形成装置Ｐを選択する（Ｓ１）。続いて、画像形成命令取得部４４が、画像形成
命令Ｒを取得する（Ｓ２）。
【００６８】
　次に、ユーザは、シミュレーション装置１０にシミュレーション結果として出力させる
対象としたい情報を、操作部２４に対する指示操作により指定する。これにより、出力対
象情報取得部４５は、出力対象情報を取得する（Ｓ３）。ここでは、出力対象情報として
、消耗品の寿命及びランニングコストを指定する情報を取得したものとする。
【００６９】
　これにより、シミュレーション実行部４６が、画像形成装置Ｐが実行する画像形成処理
のシミュレーションを開始する。また、シミュレーション実行部４６は、Ｓ３の処理の後
、ユーザのシミュレーション開始を指示する指示操作によって、シミュレーションの実行
を開始することとしてもよい。
【００７０】
　シミュレーション実行部４６は、まず画像形成命令Ｒに含まれるジョブ制御言語で記述
された部分に対して、ジョブ解析処理を行う（Ｓ４）。
【００７１】
　続いてシミュレーション実行部４６は、画像形成命令Ｒに含まれる各対象画像のそれぞ
れについて、以下のような処理を行う。すなわち、シミュレーション実行部４６は、まず
画像形成命令Ｒに含まれる処理対象となる対象画像の情報に基づいて、データ解析処理を
行う（Ｓ５）。次に、Ｓ５の処理による解析結果に基づいて画像描画処理を行い、出力画
像データを生成する（Ｓ６）。シミュレーション実行部４６は、取得した画像形成命令Ｒ
に含まれる画像形成の対象となる全ての対象画像について、Ｓ５及びＳ６の処理を繰り返
して実行する。
【００７２】
　次に、消耗品消費量算出部４７が、Ｓ６の処理で生成された出力画像データに基づいて
、消耗品の消費量を算出する（Ｓ７）。続いて、Ｓ７の処理で算出した消費量に基づいて
、消耗品の寿命及びランニングコストを算出する（Ｓ８）。
【００７３】
　シミュレーション結果表示制御部４３は、シミュレーションの結果をユーザ端末２０の
表示部２５に表示させる表示制御処理を行う（Ｓ９）。具体例として、シミュレーション
結果表示制御部４３は、Ｓ７の処理の結果得られる消耗品の消費量と、Ｓ８の処理の結果
得られる消耗品の寿命及びランニングコストとを、表示部２５に表示させる。
【００７４】
　なお、以上説明したフローにおいては、画像形成命令Ｒに含まれる全ての対象画像に基
づいて全ての出力画像データを生成した後に消耗品の消費量の算出を開始することとして
いるが、処理の順序はこのようなものに限られない。例えば画像形成命令Ｒに複数の対象
画像の情報が含まれている場合、出力画像データを生成する処理と平行して消耗品消費量
算出部４７は生成された出力画像データに含まれる各成分色の画素数の計数を順次実行し
、消費量の算出を行うこととしてもよい。
【００７５】
　以上説明した本実施の形態によれば、対象画像の情報を含んだ画像形成命令に基づいて
画像形成のシミュレーションを実行することで、画像形成装置が存在しない状態であって
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も画像形成処理により消費する消耗品の消費量を予測でき、ユーザの実際の使用時におけ
る消耗品の寿命や画像形成装置のランニングコスト等を算出できる。また、実際にユーザ
が画像形成を行いたいと考えるアプリケーションデータに基づいて生成した画像形成命令
を用いてシミュレーションを行うことにより、ユーザの実際の使用態様に応じたコスト等
の見積もりを行うことができる。
【００７６】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、種々の実施形態により実現可
能である。例えば、上記の説明においては、ユーザはシミュレーション装置１０とは別の
ユーザ端末２０に対して指示操作を行ったりシミュレーション結果の確認を行ったりする
こととしたが、シミュレーション装置１０が実行する機能と、ユーザ端末２０が実行する
機能とは、一台のコンピュータ上で実現されてもよい。あるいは、シミュレーション装置
１０が実行する機能は、複数のコンピュータが協働することで実現することとしてもよい
。例えば本発明の一実施形態に係る画像形成装置シミュレーション装置は、ユーザ端末２
０に表示させるウェブページの出力及びユーザ端末２０から送信される情報の受信を実行
するフロントエンドサーバと、画像形成装置Ｐが実行する処理のシミュレーションを実行
するバックエンドサーバと、からなるものであってもよい。
【００７７】
　また、シミュレーション装置１０は、ユーザの操作部２４に対する指示操作等に基づい
て、画像形成装置Ｐの増設オプション等のハードウェア構成に関する情報や、動作条件に
関する設定情報等のソフトウェアに関する情報などを初期情報として取得することとして
もよい。当該取得した初期情報に基づいてシミュレーション実行部４６が画像形成シミュ
レーション処理を実行することにより、シミュレーション装置１０は実際に画像形成装置
Ｐが実行する画像形成処理により近いシミュレーションを実行することができる。
【００７８】
　また、ユーザ端末２０は、画像形成命令やアプリケーションデータ等をシミュレーショ
ン装置１０に送信する場合に、所定の方法で暗号化して送信することとしてもよい。この
場合、画像形成命令取得部４４は、受信したデータを復号化することにより、画像形成命
令を取得する。これにより、通信ネットワーク３０上におけるユーザのデータに関する情
報漏洩のリスクを低減することができ、ユーザは機密情報を含む画像を用いてシミュレー
ション装置１０にシミュレーションを実行させることができる。さらに、ユーザ端末２０
は、画像形成命令やアプリケーションデータ等を圧縮してシミュレーション装置１０に送
信することとしてもよい。この場合、画像形成命令取得部４４は、受信したデータを伸張
することにより画像形成命令を取得する。これにより、通信ネットワーク３０上を流れる
データのデータ量を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成装置シミュレーション装置を含むコンピュー
タシステムの概略の構成を表す全体図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る画像形成装置シミュレーション装置の機能を表す機能
ブロック図である。
【図３】ユーザ端末に表示されるプリンタ選択画面の一例を表す図である。
【図４】ユーザ端末に表示される出力対象情報入力画面の一例を表す図である。
【図５】ユーザ端末に表示されるシミュレーション結果表示画面の一例を表す図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る画像形成装置シミュレーション装置によって実行され
る処理の一例を示すフロー図である。
【符号の説明】
【００８０】
　１０　シミュレーション装置、１１，２１　制御部、１２，２２　記憶部、１３，２３
　通信部、２０　ユーザ端末、２４　操作部、２５　表示部、３０　通信ネットワーク、
４１　画像形成装置選択部、４２　画像形成装置シミュレーション部、４３　シミュレー
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ション結果表示制御部、４４　画像形成命令取得部、４５　出力対象情報取得部、４６　
シミュレーション実行部、４７　消耗品消費量算出部、４８　形成画像変換部。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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